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会場 内　容　 詳　細 時間 講　師

2019 7 5 金 605会議室
13：00～14：00　開講式

14：00～17：00　オリエンテーション
小野 講師

12 金 603会議室
9：00～17：00

　生産活動の基礎、職場の課題発見

19 金 603会議室
9：00～17：00

　５Ｓ、グループ演習

26 金 603会議室
9：00～17：00

　見える化、ＶＥ

8 2 金 603会議室

9 金 603会議室

23 金 603会議室

30 金 603会議室 9：00～17：00　パソコンを使ったデー

9 4 水
502会議室

503会議室
研修生・上司・講師による３者面談

◆研修生と上司の間で、取組テーマの候補と問題点や課題について理解を共有し、講師と協議して適切な

取組テーマと進め方を明確にする

各社ごとに時間の調整をさせていただきま

す。１人３０分。

小野 講師

酒井 講師

6 金 603会議室

13 金 603会議室

20 金 603会議室

27 金 603会議室
自動化とロボット導入のヒント

作業設備を安全に使いこなす知識

◆自動化やロボット導入には、徹底的な現状把握が不可欠である。ケーススタディを通じて、人と環境にやさ

しい生産システムのあり方を理解し、さらにそのヒントを学ぶ。

◆人間の注意力には限界がある。だからこそ、安全を確保する仕組みを機械側に構築すべきである。機械

安全化の基本的な考え方を学ぶ。

9：00～12：00

　自動化とロボット

13:00～17：00

　機械安全とリスクアセスメントの基本

田島講師

10 4 金

11 金 603会議室

改善計画レビュー

巡回指導事前準備

　　　　　　　　　　（机上講習）

◆進捗状況をグループ内で発表し、相互にアドバイスを行い、取組テーマの内容を充実させる

◆改善成果発表資料の作成方法を学ぶ

◆巡回指導の実施要領について理解する

9：00～15：00

　 進捗状況発表

15：00～17：00

　発表資料作成の進め方

小野 講師

酒井 講師

18 金

25 金

11 1 金

8 金

15 金

22 金

29 金

12 6 金

13 金 603会議室　他

20 金 605会議室

2020 1 10 金

17 金 605会議室
9：00～17：00　改善成果発表大会

17：00～17：30　修了式
-

※　上記内容は変更になる場合があります。 計22日間

改善成果発表大会、修了式

改善成果発表大会の準備（資料作成）

9：00～17：00

9：00～17：00

　巡回指導

9：00～17：00

　「品質・コスト・納期」の改善の進め方

※予備日（自習）

9：00～17：00

　発表資料作成、リハーサル

作業改善分析技法演習

　　　　　　　　　　（机上講習）

改善対象職場における巡回指導と工場見学

(テーマ進捗確認と問題点の摘出指導)

　　　　　　　　　　（研修生派遣企業）

座学及び机上演習等を通じて作業分析（ＩＥ）技法を習得する

◆ 工程分析◆ 動作分析

◆ 稼働分析◆ 時間研究

小野 講師

酒井 講師

◆改善テーマの実態を共に理解したメンバーが、講師の指導のもとで様々な角度から意見を出し合い、改善

テーマをレベルアップするとともに、視野を広げ改善の実践力を高める

◆他社の職場に身近に接し自社の参考となる点を見つける

小野 講師

酒井 講師

【改善計画レビューに向けた準備期間】

【巡回指導に向けた準備期間】

第４６期工場改善研修講座　カリキュラム

月　日

「品質・コスト・納期」の改善の進め方

                       （机上講習）

◆工場や職場の改善課題を「品質(Ｑ)・コスト(Ｃ)・納期(Ｄ)」の切り口から見つけ改善する方法を学ぶ。

Ｑ・Ｃ・Ｄの関連性、それぞれの視点からの一般的な問題点と課題、その対策について、事例や演習を通し

て習得する

◆パソコンを使ってデータ分析手法を学ぶ

生産活動と改善の基礎

５Ｓと見える化

ＶＥ

                       （机上講習）

◆生産活動の基礎知識を学ぶとともに、ムダに気付き、問題の本質を捉え、対策を実行するまでの手順を

学ぶ

◆改善の過程で必要な、アイデア創造手法、問題整理手法、問題分析手法などを習得する

◆５Ｓは改善を進めるためのベース作り。５Ｓ活動の進め方、定着の方法と併せ、５Ｓ活動を通して職場

のムダ発見等を学ぶ

◆見える化の必要性と進め方を学ぶ

山下 講師

酒井 講師

竹端 講師

研修生

派遣企業

開講式、オリエンテーション



【企業名】

【代表者】役職名・氏名

【所在地】〒

TEL    　　　　        （　　　　　　　） FAX   　　　　        （　　　　　　　）

【研修生の上司】部署名・役職名 氏名

E-mail

製造品目

勤務先の工場名・所在地

TEL   　　　　        （　　　　　　　） FAX   　　　　        （　　　　　　　）

E-mail

部署名・役職名

雇用保険被保険者番号 － －

【パソコンの準備】　改善成果発表における発表資料などの作成の際にはパソコンが必要となります。

　必ず各社でご準備をお願いするとともに右側へ✓を入れてください。 パソコンを準備いたします。

常用労働者数　　　　　                                                  名

中卒・高卒・短大卒・大卒

2019年　  　　　　月　　　　  　日

研

　

修

　

生

〒

氏名（ふりがな）

最終学歴（○をつけてください）

資本金　　　　　   　　　　　万円

特

記 □
姫路機械金属工業会事務局　行　Fax:079-222-6005

※ご記入頂いた情報は、姫路機械金属工業会事務局からの各種連絡・情報提供のために利用するほか

　当研修講座参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。

※お申込み後、雇用保険被保険者番号の写しを別途ご提出いただきます。

姫路機械金属工業会

生年月日（年齢）

　　　     　　年　　     　   月　　        　日生（　　        　歳）

2019年度　第４6期　工場改善研修講座　申込書
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